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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光体ドラムと、
　前記感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する回転可能な現像ローラと、
　前記現像ローラに駆動力を伝達するための回転ローラであって、その軸線が現像ローラ
の軸線に対してずれた位置にあるように配置された回転ローラと、
　前記回転ローラに配置されたカップリング部材と、
　前記カップリング部材に設けられ、前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に移動
可能であり、前記現像ローラに伝達するための駆動力を受ける駆動力受け部と、
　前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に駆動力受け部を付勢するための付勢部材
と、
　前記回転ローラに対して前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に前記駆動力受け
部と共に移動できるように前記駆動力受け部を回転可能に支持する支持部と、
　前記付勢部材によって付勢される前記支持部を受けるための突き当て部と、
　を有し、
　前記突き当て部は前記回転ローラの軸線に垂直な平面上において、前記感光体ドラムの
外周よりも外側に位置することを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項２】
　前記現像ローラにトナーを供給するために前記回転ローラは前記現像ローラと接触する
ことを特徴とする請求項１記載のプロセスカートリッジ。
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【請求項３】
　前記現像ローラは、前記回転ローラと接触した状態で前記感光体ドラムに対して当接離
間が可能であることを特徴とする請求項２記載のプロセスカートリッジ。
【請求項４】
　前記突き当て部は、前記平面上において前記感光体ドラムと前記回転ローラとの間に配
置されることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のプロセスカートリッ
ジ。
【請求項５】
　前記カップリング部材は、前記回転ローラの端部に設けられる従動部と、前記駆動力受
け部と係合している状態で前記従動部に対して対回転ローラの軸線に対して交差する方向
に移動可能であるように前記従動部と係合する中間部と、を有し、前記中間部に対して前
記駆動力受け部の動く方向は前記従動部に対して前記中間部の動く方向と異なることを特
徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項６】
　前記付勢部材は弾性変形可能であることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか
に記載のプロセスカートリッジ。
【請求項７】
　前記付勢部材はスプリングであることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに
記載のプロセスカートリッジ。
【請求項８】
　前記カップリング部材はオルダムカップリングであることを特徴とする請求項１から請
求項７のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項９】
　前記カップリング部材は、前記回転ローラの軸の端部に配置されることを特徴とする請
求項１から請求項８のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１０】
　感光体ドラムと、
　前記感光体ドラムに形成された静電潜像を現像する回転可能な現像ローラと、
　前記現像ローラに駆動力を伝達するための回転ローラであって、その軸線が前記現像ロ
ーラの軸線に対してずれた位置にあるように配置された回転ローラと、
　前記回転ローラに配置されたカップリング部材と、
　前記カップリング部材に設けられ、前記回転ローラの軸に対して交差する方向に移動可
能であり、前記現像ローラに伝達する駆動力を受ける駆動力受け部と、
　前記回転ローラの軸に対して交差する方向に前記駆動力受け部を付勢するための付勢部
材と、
　前記回転ローラに対して前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に前記駆動力受け
部と共に移動できるように前記駆動力受け部を回転可能に支持する支持部と、
　前記付勢部材によって付勢される前記支持部を受けるための突き当て部と、
　を有し、
　前記突き当て部と前記支持部との接触点が前記回転ローラの軸線に垂直な平面上におい
て前記感光体ドラムの外周面よりも外側に位置するように、前記突き当て部が配置されて
いることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項１１】
　前記現像ローラにトナーを供給するために前記回転ローラは前記現像ローラと接触する
ことを特徴とする請求項１０記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１２】
　前記現像ローラは、現像剤供給ローラと接触した状態で、前記感光体ドラムに対して当
接離間が可能であることを特徴とする請求項１１記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１３】
　前記接触点は、前記平面上において前記感光体ドラムと前記回転ローラとの間に配置さ
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れることを特徴とする請求項１０から請求項１１のいずれかに記載のプロセスカートリッ
ジ。
【請求項１４】
　前記接触点は複数あり、少なくとも一の接触点は前記平面上において現像ローラの外周
よりも内側に位置することを特徴とする請求項１３記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１５】
　前記接触点は、前記平面上において回転ローラの外周よりも外側に配置されることを特
徴とする請求項１３記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１６】
　前記カップリング部材は、前記回転ローラの端部に設けられる従動部と、前記駆動力受
け部と係合している状態で前記従動部に対して前記回転ローラの軸線に対して交差する方
向に移動可能であるように前記従動部と係合する中間部と、を有し、前記中間部に対して
前記駆動力受け部の動く方向は前記従動部に対して前記中間部の動く方向と異なることを
特徴とする請求項１０から請求項１５のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１７】
　前記付勢部材は弾性変形可能であることを特徴とする請求項１０から請求項１６のいず
れかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１８】
　前記付勢部材はスプリングであることを特徴とする請求項１０から請求項１６のいずれ
かに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項１９】
　前記カップリング部材はオルダムカップリングであることを特徴とする請求項１０から
請求項１８のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項２０】
　前記カップリング部材は、前記回転ローラの軸の端部に配置されることを特徴とする請
求項１０から請求項１９のいずれかに記載のプロセスカートリッジ。
【請求項２１】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載のプロセスカートリッジと、
　前記駆動力受け部に駆動力を与えるための駆動部材を有し、前記プロセスカートリッジ
を着脱することが可能な画像形成装置本体と、
　を有する画像形成装置。
【請求項２２】
　前記画像形成装置本体は、前記感光体ドラムに対する前記現像ローラの当接状態と離間
状態とを切り替える当接離間機構を有することを特徴とする請求項２１に記載の画像形成
装置。
【請求項２３】
　前記画像形成装置本体は前記感光体ドラムに駆動力を与えるドラム駆動部材を有し、前
記感光体ドラムは前記ドラム駆動部材と係合し、前記感光体ドラムを回転するための駆動
力を受けるドラムカップリン部材を有することを特徴とする請求項２１または請求項２２
に記載の画像形成装置。
【請求項２４】
　請求項１０から請求項２０のいずれかに記載のプロセスカートリッジと、
　前記駆動力受け部に駆動力を与えるための駆動部材を有し、前記プロセスカートリッジ
を着脱することが可能な画像形成装置本体と、
　を有する画像形成装置。
【請求項２５】
　前記画像形成装置本体は、前記感光体ドラムに対する前記現像ローラの当接状態と離間
状態とを切り替える当接離間機構を有することを特徴とする請求項２４に記載の画像形成
装置。
【請求項２６】
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　前記画像形成装置本体は前記感光体ドラムに駆動力を与えるドラム駆動部材を有し、前
記感光体ドラムは前記ドラム駆動部材と係合し、前記感光体ドラムを回転するための駆動
力を受けるドラムカップリン部材を有することを特徴とする請求項２４または請求項２５
に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に着脱可能なプロセスカートリッジ及びこれらを有する画像形
成装置に関する。画像形成装置とは、画像形成プロセスを用いて記録材に画像を形成する
ものである。画像形成装置の例としてはプリンタ、複写機、ファクシミリ装置、ワードプ
ロセッサ、およびこれらの複合機などが含まれる。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子写真画像形成プロセスを用いた電子写真画像形成装置においては、感光体ド
ラムおよび感光体ドラムに作用するプロセスパーツを一体的にカートリッジ化する。そし
て、このカートリッジを画像形成装置の装置本体に着脱可能とするプロセスカートリッジ
方式が採用されている。
【０００３】
　このプロセスカートリッジ方式によれば、画像形成装置のメンテナンスをユーザ自身で
行うことができる。その結果、格段に操作性を向上させることができ、プロセスカートリ
ッジ方式は、画像形成装置において広く用いられている。
【０００４】
　特許文献１には、複数のプロセスカートリッジを一列に並べたカラー電子写真画像形成
装置が記載されている。ここで、プロセスカートリッジは、感光体ドラムを有するドラム
ユニットと、現像ローラを有する現像ユニットとが揺動中心によって回転可能に結合して
いる。そして、感光体ドラムには感光体ドラムの軸線方向の一端側にドラムカップリング
が設けられている。そして、プロセスカートリッジが装置本体に装着された際に、ドラム
カップリングが装置本体に設けられた本体カップリングと係合して第一の駆動力が伝達さ
れる。
【０００５】
　また、現像ローラには現像ローラの軸線方向の一端側に軸継手部材であるオルダムカッ
プリングが設けられている。オルダムカップリングは本体駆動伝達部材と係合し、現像ロ
ーラの軸線と交差する方向に移動可能に設けられた駆動側係合部と、現像ローラに固定さ
れた従動側係合部と、前記従動側係合部と前記従動側係合部との間に設けられた中間係合
部で構成されている。そして、プロセスカートリッジが装置本体に装着された際に、駆動
側係合部が装置本体に設けられた本体現像カップリングと係合して第二の駆動力が伝達さ
れる。すなわち装置本体からプロセスカートリッジへの駆動伝達を独立した二か所で行っ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第４４６４４３５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のようなプロセスカートリッジにおいては、感光体ドラムの軸線上と現像ローラの
軸線上に独立した駆動伝達を行っている。このように感光体ドラムのカップリングと現像
ローラのカップリングとが隣り合う関係にある場合には、感光体ドラムの駆動伝達部材と
現像ローラの駆動伝達部材との間隔が狭くなる。その結果、装置本体或いはプロセスカー
トリッジの構成の自由度が狭まる。
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【０００８】
　そこで、本発明は、感光体ドラムへの駆動入力と現像ローラへの駆動入力との間隔を広
げることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明に係る代表的な構成は、感光体ドラムと、前記感光体
ドラムに形成された静電潜像を現像する回転可能な現像ローラと、前記現像ローラに駆動
力を伝達するための回転ローラであって、その軸線が現像ローラの軸線に対してずれた位
置にあるように配置された回転ローラと、前記回転ローラに配置されたカップリング部材
と、前記カップリング部材に設けられ、前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に移
動可能であり、前記現像ローラに伝達するための駆動力を受ける駆動力受け部と、前記回
転ローラの軸線に対して交差する方向に駆動力受け部を付勢するための付勢部材と、前記
回転ローラに対して前記回転ローラの軸線に対して交差する方向に前記駆動力受け部と共
に移動できるように前記駆動力受け部を回転可能に支持する支持部と、前記付勢部材によ
って付勢される前記支持部を受けるための突き当て部と、を有し、前記突き当て部は前記
回転ローラの軸線に垂直な平面上において、前記感光体ドラムの外周よりも外側に位置す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明にあっては、感光体ドラムへの駆動入力と現像ローラへの駆動入力との間隔を広
げることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態における、現像ユニットが当接状態かつ駆動側係合部と本体現
像カップリングが係合時の軸継手部材の動作を説明する側面図と断面図である。
【図２】本発明の実施形態における、画像形成装置の主断面図である。
【図３】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジの主断面図である。
【図４】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジの全体斜視図である。
【図５】本発明の実施形態における、現像ユニットの全体斜視図である。
【図６】本発明の実施形態における、画像形成装置にプロセスカートリッジを装着する構
成図である。
【図７】本発明の実施の形態における、プロセスカートリッジを画像形成装置本体に装着
する動作を説明する模式図である。
【図８】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジが画像形成装置本体に位置決
めされた状態を示す斜視図である。
【図９】本発明の実施形態における、現像ユニットの離間動作を説明する断面図である。
【図１０】本発明の実施形態における、現像ユニットの当接動作を説明する断面図である
。
【図１１】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジを画像形成装置本体に装着
する前の斜視図である。
【図１２】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジを画像形成装置本体に装着
する斜視図である。
【図１３】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジを画像形成装置本体に装着
する動作を装置本体前側から見た模式図である。
【図１４】本発明の実施形態における、プロセスカートリッジを画像形成装置本体に装着
する動作を装置本体側面側から見た模式図である。
【図１５】本発明の実施形態における、現像剤供給ローラ及び現像ローラの支持構成を説
明する斜視図である。
【図１６】本発明の実施形態における、軸継手部材の分解説明図である。
【図１７】本発明の実施形態における、軸継手部材の断面説明図である。
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【図１８】本発明の実施形態における、現像ユニット状態の軸継手部材と画像形成装置本
体の第一の本体駆動部材、第二の本体駆動部材を説明する斜視図である。
【図１９】本発明の実施形態における、現像ユニットが離間状態かつ駆動側係合部と本体
現像カップリングが非係合時の軸継手部材の動作を説明する側面図と断面図である。
【図２０】本発明の実施形態における、現像ユニットが離間状態かつ駆動側係合部と本体
現像カップリングが係合時の軸継手部材の動作を説明する側面図と断面図である。
【図２１】従来例における現像ユニットが当接状態かつ駆動側係合部と本体現像カップリ
ングが係合時の軸継手部材の動作を説明する側面図と断面図である。
【図２２】本発明の他の実施形態における、突き当て部が感光体ドラムの外周面より外側
かつ現像剤供給ローラの外周面より外側に設けられた場合の駆動入力部の位置関係を説明
する側面図と断面図である。
【図２３】本発明の他の実施形態における、突き当て部が感光体ドラムの外周面より外側
かつ現像剤供給ローラの外周面より内側に設けられた場合の駆動入力部の位置関係を説明
する側面図と断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　〔第１実施形態〕
　以下に本発明の第１実施形態にかかる電子写真画像形成装置及びこれに用いるプロセス
カートリッジについて説明する。
【００１３】
　（画像形成装置の全体構成）
　まず電子写真画像形成装置（以下「画像形成装置」という）１００の全体構成について
、図２を用いて説明する。図２に示すように、着脱可能な４個のプロセスカートリッジ７
０（７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ）が装着されている。また、本実施形態では、プロ
セスカートリッジ７０の画像形成装置１００への装着方向上流側の面は前側面側、装着方
向下流側の面は奥側面側と定義される。図２において、プロセスカートリッジ７０は、装
置本体１００Ａ内に水平方向に対して傾斜して併設されている。
【００１４】
　各プロセスカートリッジ７０には、電子写真感光体ドラム（以下「感光体ドラム」とい
う）１（１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ）と、感光体ドラム１の周囲に帯電ローラ２（２ａ，２
ｂ，２ｃ，２ｄ）と、現像ローラ２５（２５ａ，２５ｂ，２５ｃ，２５ｄ）と、クリーニ
ング部材６（６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｄ）等のプロセス手段が一体的に配置されている。
【００１５】
　帯電ローラ２は、感光体ドラム１の表面を一様に帯電するものであり、現像ローラ２５
は、感光体ドラム１に形成した潜像をトナーによって現像して可視像化するものである。
そして、クリーニング部材６は、感光体ドラム１に形成したトナー像を記録材に転写した
後に、感光体ドラム１に残留したトナーを除去するものである。
【００１６】
　また、プロセスカートリッジ７０の下方には画像情報に基づいて感光体ドラム１に選択
的な露光を行い、感光体ドラム１に潜像を形成するためのスキャナユニット３が設けられ
ている。
【００１７】
　装置本体１００Ａの下部には記録材Ｓを収納したカセット９９が装着されている。そし
て、記録材Ｓが二次転写ローラ６９、定着部７４を通過して装置本体１００Ａの上方へ搬
送されるように記録材搬送部が設けられている。すなわち、カセット９９内の記録材Ｓを
１枚ずつ分離給送する給送ローラ５４、給送された記録材Ｓを搬送する搬送ローラ対７６
、感光体ドラム１に形成される潜像と記録材Ｓとの同期を取るためのレジストローラ対５
５が設けられている。
【００１８】
　また、プロセスカートリッジ７０（７０Ｙ，７０Ｍ，７０Ｃ，７０Ｋ）の上方には各感
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光体ドラム１（１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ）上に形成したトナー画像を転写させるための中
間転写手段としての中間転写ユニット５が設けられている。中間転写ユニット５には駆動
ローラ５６、従動ローラ５７、各色の感光体ドラム１に対向する位置に一次転写ローラ５
８（５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄ）、二次転写ローラ６９に対向する位置に対向ロー
ラ５９を有し、転写ベルト９が掛け渡されている。
【００１９】
　そして、転写ベルト９はすべての感光体ドラム１に対向し、且つ接するように循環移動
する。そして、一次転写ローラ５８（５８ａ、５８ｂ、５８ｃ、５８ｄ）に電圧が印加さ
れることにより、感光体ドラム１から転写ベルト９上にトナー像が一次転写される。そし
て、転写ベルト９内に配置された対向ローラ５９と二次転写ローラ６９への電圧印加によ
り、転写ベルト９のトナーが記録材Ｓに転写される。
【００２０】
　画像形成に際しては、各感光体ドラム１が回転し、帯電ローラ２により一様に帯電され
た感光体ドラム１にスキャナユニット３が選択的に露光する。これによって、感光体ドラ
ム１に静電潜像が形成される。その潜像を現像ローラ２５が現像する。これによって、各
感光体ドラム１に各色トナー像が形成される。この画像形成と同期して、レジストローラ
対５５が、記録材Ｓを対向ローラ５９と二次転写ローラ６９とが転写ベルト９を介在させ
て当接している二次転写位置に搬送する。
【００２１】
　そして、二次転写ローラ６９へ転写バイアス電圧が印加されることで、転写ベルト上の
各色トナー像は記録材Ｓに二次転写される。これによって、記録材Ｓにカラー画像が形成
される。カラー画像が形成された記録材Ｓは、定着部７４によって加熱、加圧されてトナ
ー像が定着される。その後、記録材Ｓは、排出ローラ７２によって排出部７５に排出され
る。尚、定着部７４は、装置本体１００Ａの上部に配置されている。
【００２２】
　（プロセスカートリッジ）
　次に本実施形態に係るプロセスカートリッジ７０について、図３乃至図５を用いて説明
する。図３はトナーを収納したプロセスカートリッジ７０の主断面である。尚、イエロー
色のトナーを収納したカートリッジ７Ｙ、マゼンタ色のトナーを収納したカートリッジ７
Ｍ、シアン色のトナーを収納したカートリッジ７Ｃ、ブラック色のトナーを収納したカー
トリッジ７Ｋのカートリッジの構成は同一構成である。
【００２３】
　プロセスカートリッジ７０は、第一のユニットであるドラムユニット２６（２６ａ，２
６ｂ，２６ｃ，２６ｄ）と、第二のユニットである現像ユニット４（４ａ，４ｂ，４ｃ，
４ｄ）とを有する。ドラムユニット２６は、少なくとも感光体ドラム１を有するものであ
る。本実施形態では、ドラムユニット２６は感光ドラム１と、帯電ローラ２、及びクリー
ニング部材６を備えている。そして、現像ユニット４は、少なくとも現像ローラ２５と現
像ローラ２５に駆動力を伝達する後述する回転部材とを備えている。
【００２４】
　ドラムユニット２６の枠体２７には、感光体ドラム１がドラム前軸受１０、ドラム奥軸
受１１を介して回転自在に取り付けられている。感光体ドラム１の軸線方向一端側には第
一のドラムカップリング部材としてのドラムカップリング１６とフランジが設けられてい
る。
【００２５】
　感光体ドラム１の周囲には、前述した通り帯電ローラ２、クリーニング部材６が配置さ
れている。クリーニング部材６はゴムブレードで形成された弾性部材とクリーニング支持
部材８から構成されている。ゴムブレードの先端部は感光体ドラム１の回転方向に対して
カウンター方向に当接させて配設してある。そして、クリーニング部材６によって感光体
ドラム１表面から除去された残留トナーは除去トナー室２７ａに落下する。
【００２６】
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　そして、感光体ドラム１に駆動源である本体駆動モータ（不図示）の駆動力が伝達され
ることにより、感光体ドラム１を画像形成動作に応じて回転駆動させる。帯電ローラ２は
、帯電ローラ軸受２８を介し、ドラムユニット２６に回転可能に取り付けられている。ま
た、帯電ローラ２は、帯電ローラ加圧部材４６により感光体ドラム１に向かって加圧され
、感光体ドラム１に従動回転する。
【００２７】
　現像ユニット４は、感光体ドラム１と接触して矢印Ｂ方向に回転する現像ローラ２５と
、現像ローラ２５を支持する現像枠体３１の構成を有する。また、現像ユニット４は、現
像ローラ２５が配置されている現像室３１ｂと、現像室３１ｂの下方に配置されトナーを
収納するためのトナー収納室３１ｃとで構成されており、それぞれの室は隔壁３１ｄによ
って仕切られている。また、隔壁３１ｄには、トナー収納室３１ｃから現像室３１ｂへト
ナーを搬送する際にトナーが通過するトナー開口３１ｅが設けられている。現像ローラ２
５は、現像枠体３１の両側にそれぞれ取り付けられた現像前軸受１２、現像奥軸受１３を
介して、回転自在に現像枠体３１に支持されている。
【００２８】
　また、現像ローラ２５の周囲には、現像ローラ２５に接触して回転する回転部材として
の現像剤供給ローラ３４と、現像ローラ２５上のトナー層を規制するための現像ブレード
３５が配置されている。さらに、現像枠体３１のトナー収納室３１ｃには、収納されたト
ナーを撹拌するとともに、前記トナー開口３１ｅを介して現像室３１ｂへトナーを搬送す
るためのトナー搬送部材３６が設けられている。
【００２９】
　図４はプロセスカートリッジ７０の全体斜視図である。また図５は現像ユニット４の全
体斜視図である。ドラムユニット２６に対して現像ユニット４が回転自在に取り付けられ
ている。現像前軸受１２、現像奥軸受１３の吊り穴１２ａ・１３ａに、ドラムユニットの
枠体２７に圧入された前支持ピン１４、奥支持ピン１５が係合する。それによって、現像
ユニット４は、枠体２７に対し、支持ピン１４・１５を回転軸として回転自在に支持され
ている。
【００３０】
　また、枠体２７には感光体ドラム１を回転自在に支持するドラム前軸受１０、ドラム奥
軸受１１が設けられている。ドラム奥軸受１１は、感光体ドラム１に結合されたドラムカ
ップリング１６を支持している。また、ドラム前軸受１０はフランジを支持している。こ
こで、ドラムカップリング１６は、感光体ドラム１に装置本体１００Ａからの駆動回転力
を伝達するためのドラムカップリング部材である。
【００３１】
　現像枠体３１には、現像ローラ２５を回転自在に支持する現像前軸受１２、現像奥軸受
１３が設けられている。また、現像ユニット４は、プロセスカートリッジ７０の画像形成
時においては、現像枠体３１の両端に設けられた加圧バネ３２により、ドラムユニット２
６に付勢される構成となっている。この加圧バネ３２により、現像前軸受１２、現像奥軸
受１３の吊り穴１２ａ・１３ａが回動中心となり、現像ローラ２５が感光体ドラム１に当
接するための加圧力となる。
【００３２】
　（プロセスカートリッジの画像形成装置本体への挿入・装着構成）
　図６において、上記プロセスカートリッジ７０を画像形成装置１００に挿入する構成に
ついて説明する。なお、本実施形態では、プロセスカートリッジ７０を画像形成装置開口
部１０１（１０１ａ，１０１ｂ，１０１ｃ，１０１ｄ）へ挿入する構成は、感光体ドラム
１の軸線方向と平行な方向（図中矢印Ｆの方向）で、手前側から奥側に向かって挿入する
構成となっている。
【００３３】
　画像形成装置１００において画像形成装置100の底面200に対する鉛直方向の上方側には
、第１の本体ガイド部である本体装着上ガイド部１０３（１０３ａ，１０３ｂ，１０３ｃ
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，１０３ｄ）（図６参照）が設けられている。また、画像形成装置１００において鉛直方
向の下方側には、第２の本体ガイド部である本体装着下ガイド部１０２（１０２ａ，１０
２ｂ，１０２ｃ，１０２ｄ）（図６参照）が設けられている。この本体装着上ガイド部１
０３と本体装着下ガイド部１０２は、それぞれプロセスカートリッジ７０の挿入方向Ｆに
沿って伸びたガイド形状となっている。
【００３４】
　前記本体装着下ガイド部１０２の装着方向手前側にプロセスカートリッジ７０を載せて
、挿入方向Ｆの向きにプロセスカートリッジ７０を本体装着上ガイド部１０３と本体装着
下ガイド部１０２とに沿って移動させて画像形成装置１００への挿入を行う。
【００３５】
　次に上記プロセスカートリッジ７０を装置本体１００Ａに装着する動作について説明す
る。図７（ａ）はプロセスカートリッジ７０の装置本体１００Ａ内への装着前の状態を説
明する図である。
【００３６】
　図７（ｂ）はプロセスカートリッジ７０の装置本体１００Ａ内への装着途中の状態を説
明する図である。装置本体１００Ａに設けられた本体装着下ガイド部１０２には、プロセ
スカートリッジ７０を装置本体に対して、加圧・位置決めする本体加圧部材１０４と本体
加圧バネ１０５が設けられている。プロセスカートリッジ７０が装置本体１００Ａに装着
される際には、枠体２７のガイド部２７ｂが前記本体加圧部材１０４に乗り上がり、プロ
セスカートリッジ７０は画像形成装置１００の鉛直方向において上方に移動する。そして
、枠体２７のガイド部２７ｂは、本体装着下ガイド部１０２のガイド面から離れた状態と
なる。
【００３７】
　図７（ｃ）はプロセスカートリッジ７０が装置本体１００Ａの奥側板９８へ突き当たる
まで装着された状態を説明する図である。枠体２７のガイド部２７ｂが本体加圧部材１０
４に乗った状態で、さらにプロセスカートリッジ７０の装着を続けると、ドラムユニット
２６に設けられた突き当て部が、装置本体１００Ａの奥側板９８に当接する。
【００３８】
　図７（ｄ）、図８はプロセスカートリッジ７０が装置本体１００Ａに位置決めされた状
態を説明する図である。図７（ｃ）の状態で、装置本体１００Ａの前ドア９６を閉めるこ
とと連動して、本体加圧部材１０４と本体加圧バネ１０５を備えた本体装着下ガイド部１
０２が画像形成装置１００の鉛直方向において上方に移動する。それに伴い、ドラム奥軸
受１１の上部に設けられたカートリッジ位置決め部１１ａが奥側板９８の本体位置決め部
である突き当て部９８ａに当接する。
【００３９】
　そして、ドラム前軸受１０の上部に設けられたカートリッジ位置決め部１０ａが前側板
９７の本体位置決め部である突き当て部９７ａに当接することで、プロセスカートリッジ
７０の装置本体１００Ａに対する位置が決まる。この状態でも、枠体２７のガイド部２７
ｂは、本体装着下ガイド部１０２のガイド面から離れており、プロセスカートリッジ７０
は本体加圧部材１０４から受ける本体加圧バネ１０５のバネ力で加圧された状態である。
【００４０】
　さらに、枠体２７には、プロセスカートリッジ７０の回転止めとなるボス２７ｃが側面
に設けられており、前記ボス２７ｃが奥側板９８に設けられた回転止め穴部９８ｂに嵌合
する。そして、プロセスカートリッジ７０が装置本体１００Ａ内で回転することを防止す
る。
【００４１】
　（プロセスカートリッジにおける感光体ドラムと現像ローラの離間機構）
　本実施形態に係るプロセスカートリッジ７０は感光体ドラム１と現像ローラ２５を当接
、離間可能である。ここで、感光体ドラム１と現像ローラ２５の当接離間機構について図
９、図１０を用いて説明する。
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【００４２】
　図９において、装置本体にはプロセスカートリッジ７０の長手方向の所定位置に離間部
材９４が配置されている。現像枠体３１の離間力受け部３１ａが矢印Ｎ方向に移動する離
間部材９４から力を受けることで、プロセスカートリッジ７０の現像ユニット４は現像ロ
ーラ２５を感光体ドラム１から離間させる離間位置に移動される。
【００４３】
　また、図１０に示すように、離間部材９４が矢印Ｐの方向に移動し、離間力受け部３１
ａから離れると、両端の加圧バネ３２（図５参照）の付勢力により現像ユニット４が現像
前軸受１２、現像奥軸受１３の穴１２ａ・１３ａを中心にして、矢印Ｔ方向に回動する。
そして、現像ユニット４が接触位置に移動し、現像ローラ２５と感光体ドラム１は接触す
る。この当接離間機構によって、画像形成時には現像ユニット４は当接位置に移動し、画
像形成を行わないときは、に図９の離間位置に移動して、保持される。それによって、現
像ローラ２５の変形による画像品質への影響を抑える効果を得ている。
【００４４】
　（プロセスカートリッジを装着する際の離間機構）
　次にプロセスカートリッジ７０を装置本体１００Ａに装着する際の、前記当接離間機構
について図１１、図１２を用いて説明する。
【００４５】
　プロセスカートリッジ７０を装置本体１００Ａに装着する際には、現像ユニット４は接
触位置にあり、感光体ドラム１と現像ローラ２５が接触した状態になっている。また、プ
ロセスカートリッジ７０の装置本体１００Ａへの装着完了時及び画像形成装置１００の画
像形成動作終了時には、現像ユニット４は離間位置にあり、感光体ドラム１と現像ローラ
２５は離間した状態になっている。
【００４６】
　よって、プロセスカートリッジ７０を装置本体１００Ａに装着する際に、プロセスカー
トリッジ７０を接触位置から離間位置に移動させる必要があり、その構成を図１１乃至図
１４を用いて説明する。図１１に示すように、装置本体１００Ａにはプロセスカートリッ
ジ７０を装着するための画像形成装置開口部１０１が設けられている。さらに図１１、図
１２に示すように、装置本体１００Ａには、プロセスカートリッジ７０の現像ユニット４
に設けられた離間力受け部３１ａと当接する離間ガイド部９３が設けられている。
【００４７】
　図１３（ａ）、図１４（ａ）に示すように、プロセスカートリッジ７０を装置本体１０
０Ａに進入する前は、現像ユニット４は接触位置にあり、感光体ドラム１と現像ローラ２
５が当接している。そして、図１３（ｂ）、図１４（ｂ）に示すように、プロセスカート
リッジ７０を装置本体１００Ａに装着すると、まず枠体に一体に設けられたガイド部２７
ｂが、装置本体１００Ａに設けられた本体装着下ガイド部１０２に装着される。そして、
現像枠体３１に設けられた離間力受け部３１ａが離間ガイド部９３の斜めに傾いた斜面で
ある面取り部９３ａに当接する。
【００４８】
　更にプロセスカートリッジ７０を進入させると、図１３（ｃ）、図１４（ｃ）に示すよ
うに離間力受け部３１ａが前記面取り部９３ａに沿って移動して現像ユニット４が奥支持
ピン１５を回転中心として矢印Ｊ方向に回転する。すると現像ユニット４が矢印Ｋの離間
位置に移動し、現像ローラ２５が感光体ドラム１と離間する。そしてプロセスカートリッ
ジ７０が装置本体１００Ａに位置決めされた際には、図１３（ｄ）、図１４（ｄ）に示す
ように離間力受け部３１ａは離間ガイド部９３の装着方向下流側に配置された離間部材９
４に当接した状態になる。その際に、現像ユニット４は離間位置にあり、現像ローラ２５
は感光体ドラム１と離間した状態を保ったままプロセスカートリッジ７０を装置本体１０
０Ａに装着できる。
【００４９】
　（プロセスカートリッジにおける感光ドラム駆動機構、現像剤供給ローラ支持、現像カ
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ップリング部の構成）
　次に本実施形態に係る現像ユニット４におけるカップリング部の構成、回転部材である
現像剤供給ローラ３４及び現像剤供給ローラ３４の支持構成について図１５乃至図１８を
用いて説明する。
【００５０】
　図１５は現像ローラ２５及び現像剤供給ローラ３４の支持部の長手方向一端側（奥側）
を示した図である。図１５において、現像ローラ２５の現像ローラ軸２５ｊと現像剤供給
ローラ３４の現像剤供給ローラ軸３４ｊは、現像奥軸受１３の内周に回転可能に嵌合して
いる。ここでは、現像ローラ２５及び現像剤供給ローラ３４の長手方向一端側の支持構成
について説明したが、長手方向他端側についても同様に軸受部材に軸受部が一体に設けら
れ、現像ローラ軸２５ｊ及び現像剤供給ローラ軸３４ｊの他端側を回転可能に嵌合してい
る。また、カップリング部には軸継手部材であるオルダムカップリング２０が用いられて
いる。本実施形態では、現像剤供給ローラ３４と現像ローラ２５はそれぞれ現像ユニット
に支持されている構成である。そのため、現像剤供給ローラ３４と現像ローラ２５は、感
光体ドラム１と現像ローラ２５との当接離間状態に関わらず、常時当接している。
【００５１】
　次に図１６を用いて、オルダムカップリング２０の構成について説明する。ここではオ
ルダムカップリング２０の構成を説明するために現像奥軸受１３は不図示にしてある。図
１６に示すように、オルダムカップリング２０は、被駆動部としての従動側係合部２１と
、中間部としての中間係合部２２と、駆動力受け部としての駆動側係合部２３とで構成さ
れている。
【００５２】
　従動側係合部２１は、現像剤供給ローラ３４の軸３４ｊの軸線方向一端側に固定して取
り付けられている。固定の方法としては、スプリングピンや平行ピンにより結合する方法
や、図１６に示したように、現像剤供給ローラ軸３４ｊの端面にカット部３４ｋを設け、
従動側係合部２１側の穴も同様の形状にして嵌合させる方法がある。
【００５３】
　駆動側係合部２３は、本体の駆動源の駆動力を受入れる部分である。そして、駆動側係
合部２３の軸部２３ｄは保持部４１の穴４１ｄに回転可能に保持されている。この保持部
は、現像ローラの軸方向に対して直行する方向に移動可能である。また駆動側係合部２３
には、後述する装置本体１００Ａの第二の本体駆動伝達部材である本体現像カップリング
９１（図１８参照）と係合する３個の突起２３ｃ１，２３ｃ２，２３ｃ３が一体に形成さ
れている。
【００５４】
　このオルダムカップリング２０は、本体に設けられた駆動力を与える駆動部材である本
体現像カップリング９１の軸線と現像剤供給ローラ３４の軸線とのズレを許容して装置本
体１００Ａから駆動回転力（第二の駆動回転力）を現像剤供給ローラ３４に伝達する。そ
して、オルダムカップリング２０は、現像ユニット４が前記接触位置及び前記離間位置に
位置する状態で、現像剤供給ローラ３４に装置本体１００Ａから駆動回転力（第二の駆動
回転力）を伝達可能である。
【００５５】
　図１７において、オルダムカップリング２０の構成について断面図を用いてさらに詳し
く説明する。図１７（ａ）は図１６中の矢印Ｈ方向に対して水平に切った断面図、図１７
（ｂ）は図１６中の矢印Ｉ方向に対して水平に切った断面図である。図１７（ａ）におい
て、従動側係合部２１にはリブ２１ａが一体に設けられている。中間係合部２２には溝２
２ａが設けられており、前記リブ２１ａと溝２２ａは図１６の矢印Ｈ方向に移動可能に係
合している。図１７（ｂ）において、駆動側係合部２３にはリブ２３ｂが一体に設けられ
ている。中間係合部２２には溝２２ｂが設けられており、前記リブ２３ｂと溝２２ｂは図
１６の矢印Ｉ方向に移動可能に係合している。本実施形態では、Ｈ方向とＩ方向とは略直
交する関係になっている。



(12) JP 6184311 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

【００５６】
　中間係合部２２は従動側係合部２１と駆動側係合部２３と係合し、駆動側係合部２３に
入力された駆動力を従動側係合部２１に伝達する中間部となるものであり、それぞれの係
合部２１，２３と係合を維持したまま現像剤供給ローラ３４の軸線方向と交差する方向へ
移動可能となっている。
【００５７】
　図１８はプロセスカートリッジ７０に設けられたカップリングと装置本体１００Ａに設
けられたカップリングの構成を示す図である。前述したように現像ユニット４に設けられ
たオルダムカップリング２０の駆動側係合部２３の端面には軸線方向に突出する３個の突
起２３ｃ１，２３ｃ２，２３ｃ３が形成されている。また、本体現像カップリング９１と
の軸線（回転中心）を合わせるための芯決めボス２３ａが、駆動側係合部２３の端面から
軸線方向に突出している。
【００５８】
　保持部４１のガイド部４１ｂは現像ユニット４に図示しないビス等により固定されたサ
イドカバー４３の溝４３ａに現像剤供給ローラ３４の軸線方向に対し、交差する方向に移
動可能にガイドされる。すなわち、駆動側係合部２３は現像剤供給ローラの軸線方向と交
差する方向に移動可能となっている。
【００５９】
　感光体ドラム１の軸線方向の一端側には、ドラムカップリング部である三角柱のドラム
カップリング１６が設けられている。本実施形態では、ドラムカップリング１６は感光ド
ラムのフランジと一体に形成されている。図１８において、感光体ドラム１に装置本体１
００Ａの駆動を伝達するためのドラム駆動部材（第一の本体駆動伝達部材）である本体ド
ラムカップリング９０には断面が略三角形の穴９０ａが設けられている。現像剤供給ロー
ラ３４に装置本体１００Ａから駆動力（第二の駆動回転力）を与えるための駆動部材であ
る本体現像カップリング９１には３個の穴９１ａ１，９１ａ２，９１ａ３が設けられてい
る。
【００６０】
　本体ドラムカップリング９０は圧縮バネなどのドラム押圧部材１０６により、プロセス
カートリッジ７０の方向に付勢されている。そして、本体ドラムカップリング９０は感光
体ドラム１の軸線方向に移動可能である。また、プロセスカートリッジ７０が装置本体１
００Ａに装着された時にドラムカップリング１６と本体ドラムカップリング９０の穴９０
ａの位相がずれて当接した場合に本体ドラムカップリング９０がドラムカップリング１６
に押されて後退する。そして、本体ドラムカップリング９０が回転することによって、ド
ラムカップリング１６と穴９０ａとは係合し、感光体ドラム１に駆動回転力が伝達される
。
【００６１】
　また、本体現像カップリング９１は、感光体ドラム１の軸線方向と平行な方向に向かっ
て圧縮バネなどの現像押圧部材１０７によりプロセスカートリッジ７０の方向に付勢され
ている。しかし、本体現像カップリング９１は、軸線方向と交差する方向にガタはなく、
装置本体１００Ａに設けられている。即ち、本体現像カップリング９１は、駆動伝達のた
めに回転する他に、前記軸線方向にのみ移動可能である。
【００６２】
　プロセスカートリッジ７０を装置本体１００Ａに進入させて、駆動側係合部２３と本体
現像カップリング９１とが係合する際に、突起２３ｃ１～２３ｃ３と穴９１ａ１～９１ａ
３と位相が合わない場合がある。この場合は、突起２３ｃ１～２３ｃ３の先端が穴９１ａ
１～９１ａ３以外の所に当接して、本体現像カップリング９１が、現像押圧部材１０７の
付勢力に抗して軸線方向に後退する。しかし、本体現像カップリング９１が回転し、突起
２３ｃ１～２３ｃ３と穴９１ａ１～９１ａ３と位相が合うと、本体現像カップリング９１
は現像押圧部材１０７の付勢力で前進する。
【００６３】
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　そして、突起２３ｃ１～２３ｃ３と穴９１ａ１～９１ａ３係合し、係合部位置決め部で
ある芯決めボス２３ａと伝達部材位置決め部である芯決め穴９１ｂも嵌合し、駆動側係合
部２３と本体現像カップリング９１の軸線（回転中心）が一致する。そして、本体現像カ
ップリング９１が回転することによって、突起２３ｃ１～２３ｃ３と穴９１ａ１～９１ａ
３とはそれぞれ係合し、現像剤供給ローラ３４に駆動回転力が伝達される。
【００６４】
　次に、現像ローラ２５の回転について説明する。現像剤供給ローラ３４には、長手方向
（現像剤供給ローラの軸方向、現像ローラの軸方向）において一端側には駆動側係合部２
３が設けられ、他端側に第一ギアが設けられている。なお、本実施形態では、現像剤供給
ローラの軸方向と現像ローラの軸方向とは実質的に平行の関係にある。一方、現像ローラ
２５には、第一ギアとかみ合う第二ギアが設けられている。この構成により、現像剤供給
ローラ３４と長手方向の他端側においてギアにより駆動連結された現像ローラ２５に回転
力が伝達される。
【００６５】
　ここで、本体ドラムカップリング９０及び本体現像カップリング９１に対する駆動伝達
は装置本体１００Ａ内に設けられたモータにより行われる。これにより、感光体ドラム１
と現像剤供給ローラ３４は互いに独立して画像形成装置本体から駆動力を受ける。なお、
モータは各色のプロセスカートリッジ７０につき各１台のモータを用いる構成や、モータ
１台で何色かのプロセスカートリッジに駆動を伝達する構成がある。
【００６６】
　（プロセスカートリッジにおける当接離間動作時のオルダムカップリングの動作）
　次に本実施形態に係るプロセスカートリッジ７０における現像ローラと感光ドラムの当
接離間動作時のオルダムカップリング２０の動作に関して図１、図１９、図２０を用いて
説明する。
【００６７】
　図１９は現像ユニット４が離間位置に位置する状態を示す側面図と長手方向の断面図で
ある。現像ユニットが離間ガイド部９３によって、離間位置に位置する状態においては、
図１９に示すように、現像ローラ２５と感光体ドラム１は離間した状態となっている。
【００６８】
　しかし、サイドカバー４３内に設けられた捩じりコイルバネで構成した付勢部材である
付勢バネ４２の腕部４２ａが保持部４１の係止部４１ｃに当接する。それによって、駆動
側係合部２３は、感光体ドラム１の軸線方向に対して交差する方向Ｑ（感光体ドラムに向
かう方向）に付勢される。そして、保持部４１の当接部４１ａはドラム奥軸受１１に設け
られた突き当て部（ストッパ）である軸受当接部１１ａに当接し、係合されることになる
。
【００６９】
　ここでドラム奥軸受１１の軸受当接部１１ａはＶ字形状をしている。そして、軸受当接
部１１ａは、感光体ドラム１の軸線方向においては感光体ドラム１の軸線と平行な２面で
形成されている。そして、この軸受当接部１１ａに保持部４１が当接することで感光体ド
ラム１の軸線と平行に保持部４１を保持できる。また、ドラム奥軸受１１にはカートリッ
ジ位置決め部１１ａが一体で設けられている。したがって、保持部４１で回転自在に支持
される駆動側係合部２３は、カートリッジ位置決め部１１ａが位置決めされる装置本体１
００Ａの奥側板９８に対して精度良く位置決めされる。したがって、駆動側係合部２３は
、装置本体１００Ａに設けられた本体現像カップリング９１の軸線９１ｊに対しても精度
良く位置決めできる。
【００７０】
　尚、本実施形態では保持部４１を感光体ドラム１の方向に付勢するものとして、付勢バ
ネ４２を用いた。しかし、保持部４１に一体的に弾性変形可能な弾性部を設けることによ
って軸受当接部１１ａに当接させても良い。
【００７１】
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　次に、本体現像カップリング９１に駆動側係合部２３が係合して回転した際は、駆動側
係合部２３が本体現像カップリング９１によって位置決めされる。このとき、保持部４１
の当接部４１ａがドラム奥軸受１１、即ち軸受当接部１１ａから離間する構成になってい
る。
【００７２】
　そのため、プロセスカートリッジ７０が装置本体１００Ａに進入する際は、駆動側係合
部２３の軸線２３ｊは本体現像カップリング９１の軸線９１ｊに対して感光体ドラム１側
に一定距離だけズレた状態で係合を始めることになる。この状態から更にプロセスカート
リッジ７０が進入すると、芯決めボス２３ａの先端外周に設けられたテーパー状の面取り
部と、これに対応して穴９１ｂに設けられた面取り部とが接触しながら係合することで、
軸芯のずれを補正しながら係合する構成になっている。
【００７３】
　そして、本体現像カップリング９１が回転し、駆動側係合部２３の突起２３ｃ１～２３
ｃ３（図１８参照）と本体現像カップリング９１の穴９１ａ１～９１ａ３（図１８参照）
の位相が合った時に、芯決めボス２３ａと穴９１ｂが嵌合する。それによって、駆動側係
合部２３の軸線２３ｊと本体現像カップリング９１の軸線９１ｊが一致することになる。
そして、駆動側係合部２３は本体現像カップリング９１で位置決めされるため、保持部４
１はドラム奥軸受１１、即ち軸受当接部１１ａから離間する。
【００７４】
　さらに、図１は現像ユニット４が当接位置に位置する状態を示す側面図と長手方向の断
面図である。装置本体１００Ａの離間部材９４（図１０参照）が動作することでプロセス
カートリッジ７０の現像ユニット４が枠体２７の現像奥軸受１３を支持している奥支持ピ
ン１５を中心に矢印Ｔ方向に回動する。そして、現像ユニット４が接触位置に移動し、感
光体ドラム１と現像ローラ２５が当接する。ここで現像ユニット４が当接位置に移動して
も、駆動側係合部２３と本体現像カップリング９１は係合したままである。
【００７５】
　また、図１と図２０に示すように、現像ユニット４が離間位置と当接位置のどちらの位
置の状態においても、中間係合部２２は駆動側係合部２３と従動側係合部２１とに係合し
ている。したがって、中間係合部２２は現像ユニット４が離間位置と接触位置との間を移
動する際にも、駆動側係合部２３及び従動側係合部２１との係合を維持しながら移動する
ことを可能にしている。
【００７６】
　（プロセスカートリッジにおける軸受当接部と感光体ドラムの位置関係）
　次に本実施形態に係るプロセスカートリッジ７０における軸受当接部１１ａと感光体ド
ラム１の位置関係に関して図１９、図２１を用いて説明する。
【００７７】
　図１９は本実施形態における、現像ローラ２５と感光体ドラム１とが離間した状態の側
面図と断面図である。
【００７８】
　ここで、本実施形態における特徴部分である軸受当接部１１ａについて説明する。
【００７９】
　軸受当接部１１ａは、保持部４１が突き当たるドラム奥軸受１１に設けられた当接部で
ある。駆動側係合２３が本体現像カップリング９１と係合しているときには、駆動側係合
部２３の位置は本体現像カップリング部により決められる。しかし、現像ローラと感光体
ドラムとが離間した状態でプロセスカートリッジ７０を本体に挿入する際に、駆動側係合
部の位置によっては本体現像カップリングと係合しにくくなる。本実施形態では、本体現
像カップリングの位置は本体により決められているため、プロセスカートリッジの本体挿
入時の駆動側係合部と本体現像カップリングとが係合しやすくするためには、駆動側係合
部の位置を決めておく必要がある。そのため、本実施形態では、駆動側係合部と本体現像
カップリングとが係合していない場合に、付勢部材であるバネ４２により保持部４１を軸
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受当接部１１ａに付勢する構成とする。その構成により、保持部４１は軸受当接部１１ａ
に位置決めされる結果、駆動側係合部と本体現像カップリングとが係合していない場合で
あっても駆動側係合部の位置が決められる。
【００８０】
　図１９に示すように、軸受当接部１１ａの形状は、保持部４１と少なくとも２点以上で
当接するような形状とする必要がある。そこで、本実施形態では、Ｖ字形状としている。
本実施形態では、図１９で当接ポイント（当接部）は４１１、４１２である。そして、本
実施形態では、全ての当接ポイントが、前記感光体ドラムの回転軸線９０ｊに垂直な平面
上において感光体ドラム１の外周面より外側になるように配置されている。更に、感光体
ドラム１の回転中心１ａと本体からカップリングを介して駆動を受ける駆動部材である現
像剤供給ローラ３４の回転中心３４ａとを結ぶ直線Ｌ１の方向において、感光体ドラム１
の外周面よりも駆動部材（駆動ローラ）側（現像剤供給ローラ側）に配置される必要があ
る。本実施形態では、感光体ドラム１の回転中心１ａと本体からカップリングを介して駆
動を受ける駆動部材である現像剤供給ローラ３４の回転中心３４ａとを結ぶ直線Ｌ１の方
向において、最も感光体ドラムにある当接ポイントが感光体ドラム１の外周面と回転中心
３４ａとの間に配置する構成とした。このような構成により、プロセスカートリッジを小
型化しても感光体ドラムに駆動力を伝達する装置本体側の駆動伝達部の軸線と、第二のユ
ニットに駆動回転力を伝達する装置本体側の駆動伝達部の軸線との距離を大きくとること
が可能となる。また、本実施形態では、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａの当接
ポイント４１１、４１２は、感光体ドラム１の外周面より外側かつ現像ローラ２５の外周
面より内側に設けた。本実施形態では、全ての当接ポイントが現像ローラ２５の外周面よ
り内側にある構成であったが、少なくとも１の当接ポイントが外周面よりも内側にある構
成にすれば、プロセスカートリッジが大型化しすぎることを低減できる。また、少なくと
も全ての当接ポイントは感光ドラムの中心と現像剤供給ローラの中心間にある必要がある
。
【００８１】
　次に、本体ドラムカップリング９０の軸線９０ｊと本体現像カップリング９１の軸線９
１ｊとの距離をＬａとする。
【００８２】
　比較例として、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａは、感光体ドラム１の外周面
より内側に設けられている構成を図２１に示す。この図では、軸受当接部１１ａが感光体
ドラム１の外周面よりも内側にあるため、全ての軸受当接部１１ａと保持部との当接ポイ
ントが感光体ドラム１の外周面よりも内側になる。この時の、本体ドラムカップリング９
０の軸線９０ｊと本体現像カップリング９１の軸線９１ｊとの距離をＬｂとする。
【００８３】
　このように、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａを、感光体ドラム１の外周面よ
り外側に設けることで、本体ドラムカップリング９０の軸線９０ｊと本体現像カップリン
グ９１の軸線９１ｊとの距離をＬａをより大きく（Ｌａ＞Ｌｂ）することが可能となる。
【００８４】
　よって、本体ドラムカップリング９０と本体現像カップリング９１のクリアランスをよ
り確保することが可能となり、装置本体１００Ａの設計配置の自由度を向上させることが
可能となる。また、プロセスカートリッジ７０においても、感光体ドラム１及び現像ロー
ラ２５を小径化させ、プロセスカートリッジ７０の更なる小型化も可能となる。
【００８５】
　図１９においては、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａは、感光体ドラム１の外
周面より外側かつ現像ローラ２５の外周面より内側に設けた例を示した。ここで、図２２
に示すように、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａが感光体ドラム１の外周面より
外側であって、現像剤供給ローラ３４の外周面より外側でも同様の効果を得ることが可能
である。また、図２３に示すように、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａが感光体
ドラム１の外周面より外側であって、現像ローラ２５の外周面より外側かつ現像剤供給ロ
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【００８６】
　しかし、図２２に示すように、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａを感光体ドラ
ム１の外周面より外側であって、感光ドラムの中心と現像剤供給ローラの中心間から外れ
た位置であって現像剤供給ローラ３４の外周面より外側に設けた場合、装置本体１００Ａ
から入力される第二の駆動回転力をギア１１０ａ，１１０ｂ等を介して、現像剤供給ロー
ラ３４等に伝達する必要があり、部品点数の増加に繋がる。
【００８７】
　また、図２３に示すように、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａを感光体ドラム
１の外周面より外側であって、現像ローラ２５の外周面より外側かつ現像剤供給ローラ３
４の外周面より内側に設けた場合、部品点数の増加を防ぐために現像剤供給ローラ軸上に
オルダムカップリング２０を設けると、駆動側係合部２３が小さくなり強度低下に繋がる
。よって、保持部４１が突き当たる軸受当接部１１ａは感光体ドラム１の外周面より外側
かつ感光ドラムの中心と現像剤供給ローラ（回転部材）の中心との間であって、さらに、
現像剤供給ローラの外周面よりも外側であることが望ましい。
【００８８】
　これにより、駆動ギアの増加による部品点数増加や、駆動係合部の強度低下を回避しつ
つ、本体ドラムカップリング９０の軸線９０ｊと本体現像カップリング９１の軸線９１ｊ
との距離を大きくすることが可能となる。
【００８９】
　以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に何ら限定されるも
のではなく、本発明の技術思想内であらゆる変形が可能である。
【符号の説明】
【００９０】
　１　　…感光体ドラム
　１１　…ドラム奥軸受
　１１ａ …軸受当接部
　１６　…ドラムカップリング
　２０　…オルダムカップリング
　２３　…駆動側係合部
　２５　…現像ローラ
　４１　…保持部
　７０　…プロセスカートリッジ
　９７ａ …突き当て部
　９８ａ …突き当て部
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